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作業ファルダの作成

　　ここではverilogというファルダの中にMAXという名前のファルダを作成している。

1. MAX+Ⅱを起動させる

2. 回路の新規作成

　File　→　Newを選択すると下図のウィンドウが出てくる。
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上図のようにGraphic Editor Fileを選択しOKを選択すると下図のウィンドウが出てくる。
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Graphic Editorウィンドウ中でダブルクリックをすると下図のウインドウが出てくる。
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下図のように
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下のように2入力ANDゲート（and2）が配置される。
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同様に、入力端子inputと出力端子outputを選択し配置する。
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各部品をドラッグにより移動し接続する。
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次に入力端子inputと出力端子outputに名前を付ける。

PIN_NAMEをダブルクリックするとPIN_NAMEの文字の部分が黒くなるので、名前を入力する。（ここではinputにaとb、outputにcという名前を付けた。）
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今まで作成してきたGraphic Editor Fileを保存する。

File　→　Save Asを選択すると下図が出てくる
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3. Deviceの設定

Assign　→Deviceを選択すると下図が出てくる。
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作業ファイルを指定する。

File　→ Project　→ Set Project to Current File　

コンパイルする
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５.　Pin配置

名前を付けたinputとoutputのPinを配置する。
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下図のようになる。
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回路図を見るとわかるが、

１３、１４、１５　番ピンは、押しボタンに接続されており、押すと０が、離すと１が入力される。

５５、５６、５７、５８、６８、６９、７０、７１はＬＥＤに接続されており、０が出力されると光る。

再度コンパイルする
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６. rbfファイルの作成

MAX+puls Ⅱ　→Programmerを選択

Programmer　とHardware Setupいうウィンドウが表示される。Hardware Setupウィンドウは無視して、閉じるボタンを押してください。通常は、このProgrammerウィンドウのConfigure　というボタンをクリックするとFPGAにデータを書き込むことができますが、今回のFPGAボードは特殊なボードを使用しているので、rbfファイルに変換する必要があります。

File　→Convert SRAM Object Filesを選択し、

[image: image17.png]Convert SRAM Object Files ===

Input Fies
Device Name: Frogranming Fle Name:
EPIKIOTCI003 busol

Select Frogramming Fie.
Device Names: Programming Fie Names o
T EPIKIOICI0NE  chmandwokb.sal

Order

Output File FLEX Chain il
File Name: [bbi Select Dutp Fie. Save FLF.
File Formt: [ tf (Sequentia) =~ Restore FCF.

oK Cancel





７. 専用ソフトウェアによるFPGAコンフィグレーション

　BitCfg.exeを起動させると、次のウィンドウが起動します。
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プロジェクトの格納場所にある 拡張子が　.rbf　のファイルを指定する。

ここでは、C:\verilog\MAXの中のに生成されたAND回路「and_top.rbf」を選択します。
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「Download」をクリックすると

生成した「DONE LED」が点灯しウィンドウの「status:success」であれば正常にFPGAにコンフィグレーションであることを意味します。




８.　動作確認

赤色LEDと押したボタンスイッチが負論理であるため、押すと点灯するのではなく両方の押しボタンを押していない状態で消灯し、それ以外は点灯となっています。


両方、押した時だけ点灯させるには、次のような「インバータ」を挿入します。


①最後がprimの場所をダブルクリック





②Symbol Files の中からand2を選択





①最初に作成した作業ファルダを


ダブルクリックにより選択する





②ファイルの名前を入力する。


（ここではand_top.gdfとした）





③OKをクリックする。





①ACEX1Kを選択





②チェックがついて


　いたらはずす





③EP1K10TC100-3を選択








どちらか一方を押すとLED１が点灯





①クリックすると下のウィンドウが


表示される。





④ひとつずつ選択し、ドラッグしたまま所定の位置まで移動させる。


ここでは、aを13,番ピンbを14番ピン,ｃを71番ピンに配置する





②.rbf(Sequential)を選択





Fileをクリック








RBFファイルのダウンロード





A





②Startをクリック





①コンパイルボタンを押す





拡大








①Addボタンを選択すると空白に左のように追加されます。





B





C





AND





AND





C





B





A





③Pinが別の場所に配置されているのでこのボタンを選択し、所定の位置に配置できるようにする。





②Layout　→　Device Viewを選択





③OKをクリックする。





①コンパイルボタンを押す





②Startをクリック





③OKをクリック
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